
2019 年度 福岡県自閉症協会主催講演会  

災害実体験から学ぶ 自助・共助・公助 

～その時、あなたは どうしますか？～ 

第一部 講演     １４：00～ 

 体験談  坂口 正浩（熊本県自閉スペクトラム症協会 会長） 

 体験談  岡田 稔久（社会福祉法人共生福祉会 くまもと発育クリニック 院長） 

〈くまもと発育センター センター長） 

（一般社団法人 日本自閉症協会 理事）  

 行政から 久留米市防災対策課 

 

第二部シンポジウム  １５：３０～ 

  座長 伊野 憲治（福岡県自閉症協会 会長） 

    ～自助・共助・公助のありかたとは？～ 

 

 
 

 

 

 

 

 熊本震災から３年、まさかこんな近くで地震に直面するとは考えもしませんでした。しかし、地

震ばかりではなく福岡県では豪雨に見舞われ、各地で被害が続出しました。体験者、当事者でなけ

ればわからない恐怖、そして支援。当時を振り返りながらお話していただきます。また、久留米市

の防災課を交えて、今後の災害対応についてお話を伺います。 

第一部では体験談を、第二部では、シンポジウム形式で、今後の支援の在り方、防災対策等につい

て意見を交換していただきます。 

 

日 時：２０１９年１１月２３日（土） 講演１４時～１６時 15分 

                   （開場 13時 40 分） 

会 場：石橋文化会館 小ホール 

（福岡県久留米市野中町１０１５、TEL：0942-33-2271）  

交通案内 http://www.ishibashi-bunka.jp/access/ 

 

 

参加費：一般５００円、福岡県自閉症協会会員：無料。  ※当日受付でお支払ください。 

定 員：２００名  ※定員になり次第締め切ります。 

      ※なお、当日の託児等はございませんのでご留意いただければ幸いです。 

主 催：福岡県自閉症協会 

後 援（予定）：福岡県、福岡県教育委員会、久留米市、久留米市教育委員会 

     発達障害者支援センター「あおぞら」、発達障害者支援センタ―「ゆう・もあ」 

     発達障害者支援センター「Life」 

問合せ：久留米市自閉症児・者 親の会 0942‐46‐9218 

（申し込み方法は裏面をご覧ください） 

http://www.ishibashi-bunka.jp/access/


２０１９年度 福岡県自閉症協会主催講演会申込書 

申し込み方法：FAX またはメール   申し込み期間：１１月１日～１１月１８日 

申し込み先：FAX：0942‐46‐9217   メール：oya-2006@kumin.ne.jp 

 

 

 

 

 

 

 

ふりがな 

氏  名 

 

 

電話や携帯番号 

（連絡のつく番号） 

 

 

FAX 

（FAX の方必須） 

 

 

アドレス 

（メールの方必須） 

 

 

所属など（よろしけ

れば○記入） 

・保護者  ・当事者  ・支援者  ・教育関連  ・医療従事者   

・地域  ・福祉  ・その他（                    ） 

ご一緒に参加され

る方のお名前 

ふりがなもお願い

します 

 

合計 

       人 

 

  

  

  

  

  

  

＜福岡県自閉症協会＞ 

自閉症児・者が地域社会の中でともに生き生きと暮らせるよう行政を含め社会全体へ働きかけて

います。自閉症への理解と支援のための講演会なども行っています。県内地域別に 6つの分会があ

りそれぞれ独自の活動も展開しています。一般社団法人 日本自閉症協会の構成団体の一つです。 

日本自閉症協会ホームページ http://www.autism.or.jp/ 

mailto:oya-2006@kumin.ne.jp

